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第５検討部会 会議録 

会議の名称  第 23回 第５検討部会 

開 催 日 時  平成 20年９月 25日（木）10時 00分から 12時 05分 

開 催 場 所  職員会館 会議室  

出 席 者  
（部会長）石井副委員長  （副部会長）豊田委員  
（委員）庵地委員、木岡委員、北原委員、椎橋委員 

会 議 内 容  
１．素案策定の体制、進め方について 
２．対話集会の進め方について 
３．素素案の内容について 

会 議 資 料  調整部会資料一式 

発 言 内 容  

■第 22回部会の議事録の確認 
・承認 
 
■市民フォーラムについて 
・市民が主体的に行っている雰囲気が出ていたこと、多くの人に参加頂い

ているので良かった。 
・パネルディスカッションで部会代表と記載されているのはどうかと思っ

た。そういうことなら第５部会からも人を出したほうが良かった。 
・お手伝いとして協力している委員に対してスタッフと書いてある名札を

配布したのは配慮が足りなかったのではないか。 
 
■素案策定の体制、進め方について 
・前回の調整部会では、編集委員会を解散し新たに起草委員会（名称は仮）

を設置すること、部会代表ではなく３名程度で構成すること、その中に

は議員の委員は含めないことの方向性が出た。これについて部会のメン

バーの意見を聞きたい。 
・起草委員会と検討部会とは意見のキャッチボールをしないといけないの

で、各部会から１名出したほうがいい。あまり人数は多くないほうがい

いので、市民委員５名、有識者３名、市（総政）１名、市（法務）１名

の 10名体制がいいのではないか。 
・起草委員会の任期は 11月初めから素案策定（１月末を現状では予定）ま
でとする。素案及び解説作成が役割である。 
・市民委員は各部会で推薦する。編集委員がなることもできるようにする。

第５部会での人選は 10/7に行いたい。 
・有識者については有識者で話し合って決めて欲しい。 
・起草委員会の結果については、月に１回程度は委員会で議論する。委員

会の開催時間を分けて次のように考える。このようにすると、全体で策

定しているという雰囲気が出る。情報の遅れ、足並みの遅れもない。 
 18:00～18:20 起草委員会報告、議論してもらいたい点の説明 
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 18:20～19:40 各部会に分かれての議論 
 19:40～20:30 部会議論の報告、今後の進め方 
 （時間は今後検討） 
 
■対話集会の進め方について 
・集客はどうするのか。 
・公民館でのちらし、各委員での口コミで行う。 
・進め方については、あいさつを庵地さん、自治基本条例の概要説明を石

井が行い、その後、木岡さんから素素案の説明を行う。その後、石井が

コーディネーターとなって、会場の参加者と委員とのやりとりを考える。

・事務局には説明資料の作成をお願いしたい。どこでもいいので他市の自

治基本条例をつけて欲しい。 
 
■素素案の内容について 
・素素案について、木岡さんから説明をしてもらい、木岡さんが部会メン

バーに意見を欲しい点を中心に意見交換。次のような意見が出た。 
・ バランスの問題かと思うが、全体として固いイメージがある。 
・ 市民の権利について、１行目について、「市民は、多様な価値観をもち、
平和で幸せに暮らすことができる権利」というように、平和を挿入して

欲しい。紛争のない社会をめざしたい。 
・ ２段目について、「市民は、自主、自律的な活動において、お互いに尊
重し、自らの発言と行動・・・」と修正して欲しい。（自らの発言と行動

に責任を持つことを公益活動に限定したい。） 
・市民の役割について、 ２段目について、「行政は、市民からの正当な協
働の求めに対して誠実に協議する。」と修正して欲しい。（表現をやわら

かくする。） 
・ 私は川口市の現状ではオンブズマンは必要ないと思う。本当に必要がど
うか議論して結論を出して欲しい。 
・ 必要、不必要が不明な場合には、「設置することができる。」という表現
も検討される。 
・条例の見守り委員会について、１段目と２段目を一本化して欲しい。 

次回以降日程 
（予定） 

第 24回検討部会 ９月 30日（火）10:00～12:00 
第８回運営調整部会 10月１日（水） 
第 25回検討部会 10月７日（火）10:00～12:00 
第５部会による対話集会 10月 14日（火） 
第９回運営調整部会 10月 16日（木） 

 


